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　第33回日本ハンドボールリーグ第９週は愛知などで男子５試合、女子３試合が
行われ、トヨタ車体の挑戦を退けた大同特殊鋼が開幕からの連勝を10と伸ばして
がっちりと首位固め、２位以下は湧永製薬が大崎電気に敗れたこともあり、がぜ
ん混沌としてきた。女子はＶ４を狙うオムロンがホームで意地を見せて北國銀行
に競り勝ち、首位の座を死守した。
　男子はプレーオフ進出を目指す上位チームの激突で白熱した戦いが繰り広げら
れた。広島での湧永－大崎戦は、開始10分までに両チーム合わせて５枚のイエロ
ーカードが出るという激しいディフェンスと、スピード感あふれるオフェンスの
攻防で両チームとも一歩も引かず、前半は13－13のイーブン。後半に入っても互
角の展開が続いたが、８分に７ｍスローのワンポイントで起用された大崎ＧＫ・
東（佑）がファインセーブ。これで勢いづいた大崎は、今度はＧＫ浦和が湧永の
再三の得点チャンスを阻む一方、宮﨑、東（俊）、猪妻らで得点を重ねて一気に
混戦を抜け出した。湧永は20分19－26とリードされた場面でタイムアウトを要求
したものの、大崎に傾いた流れを呼び戻すまでに至らなかった。
　長野での大同－車体戦は、立ち上がり車体の先行を許していた大同が、10分過
ぎよりＧＫ高木の好セーブからペースに乗り、富田のポストなどで15分までに５
点を連取して８－５と逆転に成功。そのまま優位を保って15－14で前半を折り返
した。後半開始直後に車体が北出の鋭いカットインなどで２分17－16と先行。再
び追う展開となった大同だが、ここからまたもＧＫ高木がファインセーブを連発
して試合の主導権を奪い返すと、その後は要所で白の個人技が冴え渡り、24分に
は９点目となるカットインシュートで31－26とリードを広げ、車体の追撃を許さ
なかった。
　ホームで Honda を迎撃したトヨタ紡織九州は、11－12 と１点ビハインドで折
り返した後半立ち上がりに失点が重なったが、Honda・横地にマンツーマンディ
フェンスを仕掛けてHonda のリズムを崩した３分過ぎからは、呉のロング、村上
（秀）のサイドなどで着実に加点。その後も中畠、呉らの活躍でゲームを支配した紡
織が、終了間際まで食い下がるHonda の追撃をしのいで勝点を 13 とし、上位争い
に踏みとどまった。
　女子注目のオムロン－北國戦は、オムロンが堅守からの速攻、東濱、洪の回り
込みからのロングで加点すれば、北國もスピーディな速攻、仲宗根のバックパス
からのポストプレー、速いパス展開からのカットインなどで応戦、両チームが持
ち味を発揮した好プレーの応酬となった。オムロンは13－11と２点リードで迎え
た後半、10分過ぎから東濱、洪の活躍でスパートをかけると手堅いディフェンス
で北國の追加点を阻み、20分には22－17と主導権をキープ。北國は残り３分から
上町らの３連取で懸命に追い上げたが、オムロンが２点差で逃げ切った。　　　
（２ページに続く）

第10週の日程

大同ががっちり首位固め!  オムロンは北國に競り勝つ
～第33回日本ハンドボールリーグ第9週～
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北 陸 電 力
Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ
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豊 田 合 成
大 崎 電 気
ト ヨ タ 車 体
トヨタ紡織九州

福井・北陸電力福井体育館フレア（えちぜん鉄道「観音町」徒歩 5分）
三重・鈴鹿市立体育館（近鉄名古屋線白子駅バス「体育館前」徒歩 5分）
沖縄・浦添市民体育館（琉球バス「浅野浦」徒歩 1分）

愛知・東海市民体育館（名鉄常滑線尾張横須賀駅徒歩 10 分）
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貴重な勝ち星をマークした㊤トヨタ紡織九州・海道
㊦オムロン・城内
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北　陸　電　力

　我々北陸電力ブルーサンダーが地元福井で行う試合会
場に欠かせないのが、小学生から高校生までの各チーム
の選手の皆さんの応援です !!　また、最近では県外各地
から応援の電話やメールが届くようになり、ブルーサン
ダーのファンが増えていることに感謝の気持ちでいっぱ
いです。
　特に小学生ハンドボールチームの子供たちです。子供
たちは毎回試合会場に足を運び、熱い声援を送ってくれ
ています。我々ブルーサンダーにとって大きな力を頂い
ています。
　そんな、ちびっ子たちに少しでもハンドボールの楽し
さ、面白さを知ってもらおうとハンドボール教室を実施。
ちびっ子たちとのコミュニケーションをとることにより、

ハンドボールの楽しさや面白さを伝えることが出来てい
ると感じている北電セブンです。
　また、このちびっ子たちにゲームでも「喜びと感動」
を分かち合えるように頑張ります。そして、一つでも多
く勝ち、プレーオフ出場を目指しています。
　最後に、地元
高校生による会
場の設営、モッ
プ係といろんな
方々に支えられ
ているブルーサ
ンダーです。今
後も期待に答え
られるよう頑張
っていきます。
　

ブルーサンダーファンの応援に感謝！

 愛知での男子・トヨタ自動車－琉球コラソンの対戦は、琉球が田場のリードから多彩な攻撃で
先行。19－15と４点リードの前半27分過ぎからは高田らの速攻で５連取。琉球は24－16と優位に
立って折り返した後半もマイペースで試合を進め、42－29と大差で２勝目をゲット。実力伯仲の
北陸電力と豊田合成は長野で対戦。前半は合成のミスを神田、髙橋らで得点につなげた北電が15
－９と先行、後半、北電のリードは最大８点まで広がった。合成は16分過ぎから今村を中心に猛
追撃、急速に差を詰め、残り２分を切って23－24と１点差まで詰め寄ったものの、北電が執念で
１点を守り抜いて４勝目をマークした。
　女子・ＨＣ名古屋とソニーセミコンダクタ九州は愛知での対戦。佐藤、高橋（瑛）らを中心に、
前半中盤まではソニーに食らいついた名古屋だったが、そこからパタリと足が止まって失速。こ
の間に軽快に７連取したソニーが試合の主導権を握り、郭惠靜、樋口を軸に後半も力強くリード
を広げて順調に７勝目をあげた。広島での広島メイプルレッズ－三重バイオレットアイリスの対
戦は、序盤から両者譲らず僅差の接戦に。８－10と２点のビハインドで後半を迎えた三重は、立
ち上がりに横川、宮下らで５連取、７分13－10と逆転に成功した。広島は菅野らで懸命に追いす
がり、同点、逆転のチャンスを狙ったが、一丸となった懸命のディフェンスでしのいだ三重が、
後半スタートで得たリードを最後まで死守、広島からリーグ戦初勝利をもぎ取った。
　次の第10週からは、女子がアジア選手権（11月21日～30日、タイ）でのブレイク期間に入るた
め男子のみの戦いに。15、16日の両日、愛知での大同－紡織など５試合が組まれている。

三重バイオレットアイリス・伊藤

三重が広島から初勝利をマーク

ハンドボール教室の風景
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◆ 11月8日(土)　男 子
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ＨＣ名古屋
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◆ 11月8日(土)　女 子
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◆ 11月8日(土)　男 子

川　口 宮　﨑　古　家
東長濱

広島・東区スポーツセンター
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大崎電気
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湧永製薬

東佑三金　城
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女　子●ソニー、北國が「打倒オムロン」に闘志

　第12回アジア女子選手権（11月21日～30
日、タイ）のため次週からブレイクとなる女子
は、この期間を利用して、日本リーグ選手全体
のレベルアップを図り、日本リーグ勢に次ぐ実
力をもつ実業団チームを育て、日本リーグ入り
を促進する狙いで11月28日から30日まで３日
間にわたる交流戦「2008女子チャレンジリーグ
大会」を愛知県で実施する。
　会場は28、29の両日がブラザー工業体育館、
30日は大同特殊鋼体育館（いずれも愛知県名古
屋市）
　◇出場チーム
　日本リーグ＝オムロン・ソニーセミコンダク
タ九州・北國銀行・広島メイプルレッズ・三重
バイオレットアイリス・ＨＣ名古屋
　実業団＝香川銀行
※試合時間はいずれも30分

北陸電力・髙橋
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◆ 11月8日(土)　男 子
佐賀・トヨタ紡織九州クレインアリーナ

トヨタ紡織
九州 30( )25

Honda

6勝1分3敗 3勝0分7敗

◆ 11月8日(土)　女 子
広島・東区スポーツセンター

トヨタ車体

松　林 木　下
末　松

7勝1分1敗

オムロン
25

熊本・山鹿市鹿央公民館

23
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◆ 11月8日(土)　女 子

西　本 小野澤

勝　田 下　地
城　内 上　町
安心院 宮　前
　巻　 川　井

洪廷昊 野路里

吉田祥 横　嶋
藤　井 野路良
佐久川 武　井
坂　元 田　代
久　野 仲宗根

藤　間 大　澤

11(FPP)6
観客　450人審判（池渕・檜﨑）

髙　田 八十島
東　濱 若　松

三重ﾊﾞｲｵﾚｯ
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北國銀行

3勝0分6敗 3勝0分6敗
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広島ﾒｲﾌﾟﾙ
ﾚｯｽﾞ

谷　口 　李　

浅　井 堂　面
横　川 土　屋
　桂　 樹　山
石　黒 大　前
宮　下 植　垣

星　野 石　山

北　村 菅　野
伏　見 坪　井
橋　本 伊　藤
野　中 坂　口
毛　利 安　齋

5(FPP)5

北陸電力
24( )23

4勝0分6敗

審判（北嶋・比留間） 観客　633人

豊田合成

◆ 11月9日(日)　男 子
長野・千曲市戸倉体育館

2勝0分8敗
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桜　井 桶　谷
前　田 加　藤
高　田 大　植
杉　山 渡久山
大　谷 今　村

17(FPP)6
審判（小林・土屋） 観客　707人

丸　山 米　本
有　江 畠　中

山　原 芳　仲
亀　田 藤　堂

村上直 柳　本

中　畠 中　谷
西　端 鶴　見

　阪　 吉　村

村上秀 河　瀬
呉相民 竹　田
佐久間 横　地
鶴　田 伊　藤
海　道 青　山

10勝0分0敗 6勝1分3敗

谷　川 瀬　元
藤　本 野　嶋
鈴　木 高　木

武　田 安　藤

田　中
富　田 佐々木
地　引 高　智

4(FPP)5

大同特殊鋼
34( )30

◆ 11月9日(日)　男 子
長野・千曲市戸倉体育館

観客　385人審判（家永・福島）

　東　 鶴　谷

大　田 野　村
高　木 藤　田
李才佑 北　出
千々波 田　平
山　城 小　沢

白元吉吉 崎　前

7(FPP)5
審判（黒木秀・黒木龍） 観客　818人

　日　付　　　 試合時間   対  　戦  

11 月 28 日（金）

 13:00 ＨＣ名古屋 VS 三重バイオレットアイリス
 13:40 北國銀行 VS 香川銀行
 14:20 オムロン VS 広島メイプルレッズ
 15:00 ソニーセミコンダクタ九州 VS ＨＣ名古屋
 15:40 三重バイオレットアイリス VS 香川銀行
 16:20 広島メイプルレッズ VS 北國銀行
 17:00 オムロン VS ソニーセミコンダクタ九州

11 月 29 日（土）

 10:00 オムロン VS 香川銀行
 10:40 ソニーセミコンダクタ九州 VS 三重バイオレットアイリス
 11:20 広島メイプルレッズ VS ＨＣ名古屋
 12:00 オムロン VS 北國銀行
 12:40 ソニーセミコンダクタ九州 VS 香川銀行
 13:20 広島メイプルレッズ VS 三重バイオレットアイリス
 14:00 オムロン VS ＨＣ名古屋
 14:40 ソニーセミコンダクタ九州 VS 北國銀行
 15:20 広島メイプルレッズ VS 香川銀行
 16:00 オムロン VS 三重バイオレットアイリス
 16:40 北國銀行 VS ＨＣ名古屋
 17:20 広島メイプルレッズ VS ソニーセミコンダクタ九州
 18:00 北國銀行 VS 香川銀行

11 月 30 日（日）

 10:00 オムロン VS ソニーセミコンダクタ九州
 10:40 北國銀行 VS オムロン
 11:20 ＨＣ名古屋 VS 香川銀行
 12:00 広島メイプルレッズ VS ソニーセミコンダクタ九州
 12:40 三重バイオレットアイリス VS 北國銀行
 13:20 広島メイプルレッズ VS 香川銀行
 14:00 ＨＣ名古屋 VS 三重バイオレットアイリス

女子チャレンジリーグ実施
女子チャレンジリーグ日程



1 末 松 誠 （大同特殊鋼） 75 点 （10試合） 1 上 町 史 織 （ 北 國 銀 行 ） 79 点 （9試合）

2 村 山 裕 次 （琉球コラソン） 72 点 （10試合） 2 郭 惠 靜 （ ソ ニ ー ） 70 点 （9試合）

3 宮 﨑 大 輔 （ 大 崎 電 気 ） 67 点 （10試合） 3 樋 口 真 央 （ ソ ニ ー ） 55 点 （9試合）

4 柳 本 義 文 （ Honda ） 64 点 （10試合） 4 佐久川 ひとみ （ オ ム ロ ン ） 48 点 （9試合）

5 中 畠 嘉 之 （トヨタ紡織九州） 63 点 （10試合） 5 洪 廷 昊 （ オ ム ロ ン ） 46 点 （9試合）

6 竹 田 寛 明 （ Honda ） 57 点 （10試合） 6 東 濱 裕 子 （ オ ム ロ ン ） 44 点 （9試合）

6 東長濱 秀作 （ 湧 永 製 薬 ） 57 点 （10試合） 7 佐藤 由紀恵 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 42 点 （9試合）

8 内 田 雄 士 （ 大 崎 電 気 ） 53 点 （10試合） 8 横嶋 かおる （ 北 國 銀 行 ） 40 点 （9試合）

9 光 増 由 矢 （トヨタ自動車） 51 点 （10試合） 9 高 栖 由 香 （ ソ ニ ー ） 36 点 （9試合）

10 中 村 晃 己 （ 豊 田 合 成 ） 48 点 （10試合） 9 菅 野 喜 恵 （メイプルレッズ） 36 点 （9試合）

10 白 元 喆 （大同特殊鋼） 48 点 （10試合） 9 李 キョンミン （メイプルレッズ） 36 点 （9試合）

10 高 田 匠 （琉球コラソン） 48 点 （9試合） 12 城 内 真 紀 （ オ ム ロ ン ） 35 点 （9試合）

10 門 山 哲 也 （トヨタ車体） 48 点 （10試合） 12 植 垣 暁 恵 （メイプルレッズ） 35 点 （9試合）

14 新 建 二 （ 湧 永 製 薬 ） 47 点 （10試合） 12 伊藤 亜衣美 （バイオレットアイリス） 35 点 （9試合）

15 村 上 秀 行 （トヨタ紡織九州） 46 点 （10試合） 15 伏見 麻美子 （バイオレットアイリス） 34 点 （9試合）

15 高 智 海 吏 （トヨタ車体） 46 点 （10試合）

15 鶴 見 拓 （ Honda ） 46 点 （10試合）

15 神 田 友 和 （ 北 陸 電 力 ） 46 点 （10試合）

1 宮 﨑 大 輔 （ 大 崎 電 気 ） 67 点 （10試合） 1 郭 惠 靜 （ ソ ニ ー ） 68 点 （9試合）

2 末 松 誠 （大同特殊鋼） 66 点 （10試合） 2 佐久川 ひとみ （ オ ム ロ ン ） 46 点 （9試合）

3 中 畠 嘉 之 （トヨタ紡織九州） 63 点 （10試合） 3 洪 廷 昊 （ オ ム ロ ン ） 45 点 （9試合）

4 竹 田 寛 明 （ Honda ） 53 点 （10試合） 3 上 町 史 織 （ 北 國 銀 行 ） 45 点 （9試合）

4 村 山 裕 次 （琉球コラソン） 53 点 （10試合） 5 東 濱 裕 子 （ オ ム ロ ン ） 44 点 （9試合）

6 光 増 由 矢 （トヨタ自動車） 51 点 （10試合） 6 横嶋 かおる （ 北 國 銀 行 ） 40 点 （9試合）

7 柳 本 義 文 （ Honda ） 50 点 （10試合） 7 高 栖 由 香 （ ソ ニ ー ） 36 点 （9試合）

8 内 田 雄 士 （ 大 崎 電 気 ） 49 点 （10試合） 7 菅 野 喜 恵 （メイプルレッズ） 36 点 （9試合）

9 中 村 晃 己 （ 豊 田 合 成 ） 48 点 （10試合） 9 城 内 真 紀 （ オ ム ロ ン ） 35 点 （9試合）

9 高 田 匠 （琉球コラソン） 48 点 （9試合） 9 伊藤 亜衣美 （バイオレットアイリス） 35 点 （9試合）

9 門 山 哲 也 （トヨタ車体） 48 点 （10試合）

1 中 村 晃 己 （ 豊 田 合 成 ）48点/ 63射 0.762 1 横嶋 かおる （ 北 國 銀 行 ） 40点/ 54射 0.741
2 内 田 雄 士 （ 大 崎 電 気 ）49点/ 70射 0.700 2 佐久川 ひとみ （ オ ム ロ ン ） 46点/ 64射 0.719
3 末 松 誠 （大同特殊鋼）66点/ 97射 0.680 3 城 内 真 紀 （ オ ム ロ ン ） 35点/ 51射 0.686
4 柳 本 義 文 （ Honda ）50点/ 78射 0.641 4 高 栖 由 香 （ ソ ニ ー ） 36点/ 55射 0.655
5 中 畠 嘉 之 （トヨタ紡織九州）63点/103射 0.612 5 洪 廷 昊 （ オ ム ロ ン ） 45点/ 78射 0.577

1 渡久山 慶一 （ 豊 田 合 成 ） 19 点 （10試合） 1 上 町 史 織 （ 北 國 銀 行 ） 34 点 （9試合）

1 村 山 裕 次 （琉球コラソン） 19 点 （10試合） 2 樋 口 真 央 （ ソ ニ ー ） 27 点 （9試合）

3 福 田 拓 馬 （トヨタ自動車） 14 点 （10試合） 3 伏見 麻美子 （バイオレットアイリス） 23 点 （9試合）

3 藤 山 岳 士 （トヨタ紡織九州） 14 点 （9試合） 4 吉 田 祥 子 （ オ ム ロ ン ） 19 点 （7試合）

3 柳 本 義 文 （ Honda ） 14 点 （10試合） 5 植 垣 暁 恵 （メイプルレッズ） 13 点 （9試合）

1 高 木 尚 （大同特殊鋼） 6本/ 14射 0.429 1 田代 ひろみ （ 北 國 銀 行 ） 9本/ 18射 0.500
2 田平 龍太郎 （トヨタ車体）14本/ 33射 0.424 2 毛 利 久 美 （バイオレットアイリス） 5本/ 17射 0.294
3 東 佑 三 （ 大 崎 電 気 ） 8本/ 19射 0.421 3 近 藤 澄 江 （ Ｈ Ｃ 名 古 屋 ） 8本/ 31射 0.258
4 兼 浦 裕 也 （ Honda ） 4本/ 10射 0.400 4 藤間 かおり （ オ ム ロ ン ） 6本/ 25射 0.240
5 藤 堂 聖 二 （ 豊 田 合 成 ） 7本/ 20射 0.350 5 中 島 亜 樹 （ ソ ニ ー ） 3本/ 13射 0.231

男女個人賞レース  第9週終了
《男子》 《女子》

７ｍスロー阻止率賞（７ｍスローを受けた数が、チームの試合数以上のＧＫが対象）

７ｍスロー得点賞

シュート率賞  (フィールド得点ベスト10を対象)

得点王

フィールド得点賞

選手・役員登録情報   ◇琉球コラソン 

No.3 宮城 泰成 1977.12.18 177 ㎝ 78 ㎏ 左 浦添中→興南高→国士舘大 (11 月 15 日より出場可能)
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順
位 男　子

試
合
数

勝

数

引
分
数

敗

数

勝

点

総
得
点

総
失
点

差

30 27 32 34 38 41 27 37 40 39

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 23 20 30 18 25 23 19 20 23

21 27 31 30 33 33 35 49 33 43

● △ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 27 22 32 28 21 33 22 21 23

23 27 22 29 28 32 28 35 39 27

● △ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 27 31 28 26 18 21 25 20 17

20 30 32 28 25 30 36 32 43 37

● ● ○ ● △ ○ ○ ○ ○ ○

32 34 30 29 25 19 27 21 28 21

18 28 26 25 38 28 30 35 38 37

● ● ● △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 33 28 25 32 25 25 19 19 22

25 21 18 19 32 27 34 29 24 23

● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

41 33 32 30 38 29 32 27 23 22

23 33 21 27 25 25 29 36 27 29

● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○

27 35 28 36 28 30 27 26 28 23

19 22 25 21 19 32 26 35 32 42

● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

37 49 35 32 35 34 36 34 35 29

20 21 20 28 19 27 23 28 34 31

● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○

40 33 39 43 38 29 24 27 35 19

23 23 17 21 22 22 23 35 29 19

● ● ● ● ● ● ● ○ ● ●

39 43 27 37 37 23 29 32 42 31

10

1010 ト ヨ タ 自 動 車

豊 田 合 成9

313 266

3070 6 8 252

303

290 240 50

2 15 335 259

123

10

10

0

10 7 1 76

10 2010 0

3 13

210

10

10 6 1

15

10 4

7 1

6 1 3 13

4

琉 球 コ ラ ソ ン

6

7

8

Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ

北 陸 電 力

ト ヨ タ 車 体

5 ト ヨ タ 紡 織 九 州

1

2

3 湧 永 製 薬

大 崎 電 気

大 同 特 殊 鋼

-83

288 -13

47

266 37

2 0 8 4 251 327

273 356

ト ヨ タ
自 動 車

-55

3 0 7 6 275

第 33 回 日 本 ハ ン ド ボ ー ル リ ー グ 成 績 表　　　第９週終了　　11月9日

大　同
特殊鋼

大崎電気 湧永製薬
トヨタ
車　体

ト ヨ タ
紡織九州

北陸電力 Ｈonda
琉　 球
コラソン

豊田合成

345 222

-76

1 0 9 2 234 340 -106

2 0 8 4

順
位 女　子

試
合
数

勝

数

引
分
数

敗

数

勝

点

総
得
点

総
失
点

差

30 29 22 25 31 34 33 36 36

○ ● △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 31 22 23 22 21 18 12 14

27 31 21 25 34 26 33 34 36

● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 29 23 22 21 21 22 17 17

22 23 23 22 29 28 28 30 38

△ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

22 25 21 25 21 14 18 21 14

22 21 21 21 14 22 16 37 26

● ● ● ● ● ○ ● ○ ○

31 34 34 29 28 16 19 22 19

18 21 22 18 21 16 19 26 26

● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

33 26 33 28 30 22 16 19 21

12 14 17 17 14 22 19 19 21

● ● ● ● ● ● ● ● ●

36 36 34 36 38 37 26 26 26

13 243 181 62

86

9 7 0 2 14 267 202 65

276

9 3

9 3三重ﾊﾞｲｵﾚｯﾄｱｲﾘｽ

190

9 6 1 2

1 15

　

06 Ｈ Ｃ 名 古 屋 9 0

0 6 6 200 232 -32

155 295 -1400 9

広島ﾒｲﾌﾟﾙ
ﾚｯｽﾞ

三重ﾊﾞｲｵ
ﾚｯﾄｱｲﾘｽ

ＨＣ名古屋オムロン
ｿﾆｰｾﾐｺﾝ
ﾀﾞｸﾀ九州

北國銀行

1

2

3

1

ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ九州

北 國 銀 行

9 7オ ム ロ ン

-41

4

5 6 187 2280 6

広島ﾒｲﾌ ﾟﾙﾚ ｯｽ ﾞ

※この星取り表は、シーズン途中は試合数に関係なく、仮の順位で並び替えてあります。

　同勝点の場合は、１.対戦間勝点　２.対戦間得失点差　３.総得失点差　４.総得点　の多い順で順位付けしています。
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